
平成２１年度岡山県食品衛生監視指導計画に基づく
監視指導結果（概要）について

食品衛生法の規定により定めた「平成２１年度岡山県食品衛生監視指導計画」に基づ
き実施した監視指導、試験検査、自主管理の推進、リスクコミュニケーションの充実に
ついての結果は、次のとおりである。

なお、この結果は、県の計画に基づいたものであり、岡山市分及び倉敷市分は含まれ
ておりません。

１ 監視指導結果
飲食店、食品製造施設、学校給食施設等を対象に施設・設備の衛生管理、食品の

衛生的な取扱い等の指導を実施した。

対象施設数 監視目標数 監視指導結果 目標達成率（％）
２４，７７８ ２１，４９０ １９，３９２ ９０

２ 試験検査結果
（１）収去検査注１

検査目標検体数 検査実施検体数 違反件数
３，０００ ３,５９７ ７注２

注１：収去検査とは、食品衛生法に基づき、流通食品を無償で譲り受け違反の有
無等を確認するための行政検査である。

注２：違反の内容は、野菜の農薬残留による規格基準違反（ホウレンソウからイ
ンドキサカルブ(殺虫剤）0.57ppm、オキサミル(殺虫剤)0.07ppm、ジメトモ
ルフ(殺菌剤）0.02ppm 検出。基準値はいずれも 0.01ppm 以下)１件、生食
用かきの規格基準違反(E.coli 最確数超過)１件、生食用かき加工基準違反
（養殖海域海水の大腸菌群最確数超過）５件であり、回収命令、加熱用へ
の転用を指示するとともに、原因究明及び再発防止の指導等を実施した。

（２）腸管出血性大腸菌対策
県内に流通する食肉野菜等を対象に、腸管出血性大腸菌の汚染実態調査を実施

し、加熱用牛レバーからのみＯ１５７を検出した。
検体数 検出 不検出

２０７ １ ２０６

（３）買上検査
輸入食品の買上数を９０件増やし、農薬、メラミンの検査を実施した。

検査目標 検査実施
検査区分 検査項目 検体数 検体数 検査結果

有害物質モリタリング調査 重金属･農薬･TBTO・PCB ６２ ６２ すべて適
遺伝子組換え食品検査 遺伝子組換え食品 ３０ ３４ すべて適
アレルギー物質の検査 アレルギー物質 ２０ ２０ すべて適
輸入冷凍食品等買上検査 農薬・メラミン ９０ ９０ すべて適
輸入原材料等買上検査 農薬 ３０ ３０ すべて適

（４）食品苦情及び食中毒発生時の原因究明のための検査
検査実施検体数

食品苦情検査 ２７３
食中毒検査 １０８



（５）と畜検査
区分 検査頭数 全部廃棄頭数 一部廃棄頭数
牛 ５，１３７ １８２ ３，０３４
馬 １１ ０ ０
豚 ３６１ １ ２３５

（６）ＢＳＥ等スクリーニング検査（全頭検査）
検査頭数 陰性 要確認検査
５，１３７ ５，１３７ ０

３ 自主管理の推進
広域流通食品等事業者を中心に自主管理体制の整備等について指導を実施した。
岡山県食の安全・安心の確保及び食育の推進に関する条例に基づく自主回収の報

告が８件あり、回収措置が適正に行われるよう指導した。

４ リスクコミュニケーションの充実
食品の摂取によって人の健康に悪影響が起きるリスク（危険性）について正しい

理解を広めるため、講習会等を通じた情報提供、消費者、食品等事業者、行政相互
間での情報交換、意見交換等を実施した。
（１）食の安全相談窓口での対応 ２，３２９件

（２）衛生講習会の開催
対象者 実施回数 参加人数

営業者・従事者 ８１ ３，３８４
集団給食従事者 ４４ ２，２１４
一般消費者等 ４４ １，２７６

計 １６９ ６，８７４
体験型講習会(再掲) ５９ ２，０９８

（３）視察型研修の実施
(社)岡山県食品衛生協会への委託による事業 ６回(２８６人）

（４）食の安全サポーター拡大事業
登録者数：５３団体
配信回数：４回

（５）「検定－晴れの国おかやまの食－」
実 施 日：平成２１年１０月２５日（日）
実施場所：岡山県立大学及び津山保健センター
受験者数（合格者数）：７８名・３組（６８名・３組）
※一般検定の部、親子検定の部を実施

（６）リスクコミュニケーターの養成、育成
講座、研修会等の開催：６回
参加者数：１６３名


